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社社会会連連携携講講座座

「「次次世世代代ももののづづくくりりアアーーキキテテククチチャャ」」

l !!""!!##年年$$月月 ダダイイキキンン工工業業%%株株&&かかららのの支支援援にによよりり設設立立

l 第第##期期活活動動期期間間''(())年年間間

!

デジタルトリプレット視点から
これからの

ものづくりアーキテクチャ構築を⽬指す



社社会会連連携携講講座座のの狙狙いい

l 目目的的!!持持続続可可能能社社会会のの実実現現にに貢貢献献しし、、将将来来ににわわたたっってて高高付付加加価価値値
型型のの製製造造業業ををももたたららすす「「次次世世代代ももののづづくくりりアアーーキキテテククチチャャ」」のの構構築築をを
目目指指すす

" 製製品品アアーーキキテテククチチャャ××ススママーートト工工場場××ババリリュューーチチェェーーンン××ビビジジネネ
ススモモデデルルがが一一体体ととななっったた##$$%%&&''(())**++))##$$%%&&''((%%

" デデジジタタルル技技術術にに裏裏打打ちちさされれたた「「デデジジタタルルトトリリププレレッットト」」でで統統合合的的にに
支支援援

" ダダイイキキンン工工業業,,株株--ととのの連連携携にによよりり、、ここののイイメメーージジのの実実現現にに向向けけてて、、
研研究究、、産産学学連連携携にによよるる実実践践へへのの展展開開、、普普及及広広報報活活動動、、ささららにに、、
そそのの担担いい手手ととななるる人人材材のの育育成成

l 大大学学かかららみみるるとと生生産産現現場場とといいうう研研究究フフィィーールルドドのの確確保保、、迅迅速速なな実実装装

l 企企業業かからら見見るるとと、、大大学学のの研研究究リリソソーーススへへののアアククセセスス

l 両両者者のの間間のの密密なな議議論論にによよるる気気づづきき

にによよるる..//0011..//00のの関関係係のの構構築築

"
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東東京京大大学学
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l 青青山山和和浩浩

l 杉杉田田直直彦彦

l 大大竹竹 豊豊

l 長長藤藤圭圭介介

l 李李 世世豪豪

l 櫛櫛引引圭圭子子

ダダイイキキンン工工業業%%株株&&
l 森森田田重重樹樹

l 長長谷谷川川 功功

l 高高山山正正範範

l 高高根根沢沢 悟悟

l 原原田田真真征征

l 浜浜 靖靖典典

l 横横瀬瀬清清識識

l 半半田田陽陽一一

l 西西澤澤孝孝行行

l 高高須須賀賀裕裕介介

l 伊伊藤藤 愛愛

l 澤澤井井 伽伽奈奈
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本本シシンンポポジジウウムムのの狙狙いい

l 社社会会連連携携講講座座設設立立後後##年年近近くくがが経経ちち、、おおよよそそのの方方向向感感、、当当初初
のの研研究究テテーーママがが固固ままっってて来来ののでで、、ここれれをを皆皆様様にに報報告告しし、、

* 揉揉んんでで頂頂ここうう、、内内容容やや進進めめ方方ににつついいててののアアドドババイイススをを頂頂ここうう

l 本本社社会会連連携携講講座座はは、、ダダイイキキンン工工業業だだけけにに閉閉じじたた話話ででははななくく、、
%%我我がが国国のの&&ももののづづくくりりのの将将来来をを考考ええてて行行ききたたいいののでで、、
* 今今後後もも興興味味をを持持っってて頂頂ここうう、、ごご協協力力頂頂ここうう

$

社会連携講座⽩書2021



社会連携講座⽩書2021
「次世代ものづくりアーキテクチャに向けて」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

社会連携講座白書 2021 

「次世代ものづくりアーキテクチャに向けて」 

 

 

 

 

 

 

 

2022年６月 
 

東京大学大学院工学系研究科人工物工学研究センター社会連携講座 

「次世代ものづくりアーキテクチャ」 

http://nextarch.race.t.u-tokyo.ac.jp  

%



社会連携講座⽩書2021
「次世代ものづくりアーキテクチャに向けて」

l 作作成成のの目目的的

現現在在ののももののづづくくりりをを取取りり巻巻くく状状況況、、新新技技術術ののトトレレンンドド、、製製造造業業のの
中中のの問問題題ををいいっったたんん整整理理ししてて、、そそのの中中でで実実施施すすべべきき課課題題をを位位
置置づづけけたたいい

&



課課題題樹樹形形図図
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製製造造業業ににおおけけるる課課題題
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ママルルチチレレベベルル分分析析にによよるる課課題題間間のの関関係係  

 

 

 

   

  

 

  

  

頻度1 4持持続続可可能能ななももののづづ
くくりりのの社社会会課課題題

全全社社的的課課題題

ももののづづくくりり部部門門
ににおおけけるる課課題題

企企

画画
層層

((11))  顧顧客客ニニーーズズにに対対すするる柔柔軟軟性性

((22)) ココスストト最最小小化化

((33)) リリーードドタタイイムム最最小小化化

((44)) ロロババスストト性性向向上上

((55)) ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー性性

((66)) 製製品品品品質質向向上上

((77))  設設計計開開発発ススピピーードド向向上上

((88))  研研究究開開発発費費最最適適化化

((99)) 商商品品のの競競争争力力向向上上

展展
開開
層層

((11))  環環境境負負荷荷のの少少なないい材材料料へへのの置置換換リリササイイククルル材材料料

((22)) 生生産産準準備備工工数数削削減減とと開開発発期期間間短短縮縮

((33))  生生産産活活動動時時ののCCOO22排排出出をを削削減減すするる工工法法開開発発

実実
行行
層層

((11))  必必要要ななももののだだけけ作作るる・・運運ぶぶ

((22))  作作るるととききにに必必要要ななエエネネルルギギーーをを減減ららすす

((33))  労労働働人人口口のの減減少少へへのの対対応応

((44))  ススモモーールルももののづづくくりり製製造造工工程程ごごとと

モモノノ づづくく りり (開開発発・・ ⽣産産)ででのの削削減減取取りり組組みみ

ECMのの抜抜本本的的改改⾰

製製
造造
業業
にに
おお

けけ
るる
課課
題題
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抽抽出出ししたた主主要要解解決決手手法法

 

 

 

 

   

  

 

  

図  持続 能なも づくり部門 おけ 課題向け 主要解決手法 
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各各階階層層のの主主要要要要因因

l 社社会会課課題題

* 環環境境的的++,,--..//0011//22003300..44
* 価価値値のの提提供供
* 5500667788--00..44とと9911::33,,--00;;11
* ももののづづくくりりににおおけけるる知知識識やや技技能能
のの伝伝承承のの危危機機

* 市市場場のの変変化化
l 解解決決手手法法

* 研研究究開開発発とと設設計計開開発発ののデデジジタタルル化化
* 製製造造工工程程ののデデジジタタルル化化
* デデジジタタルルトトリリププレレッットト、、製製品品ラライイフフササイイククルルののデデジジタタルル化化
* アアーーキキテテククチチャャととモモジジュューールル化化

!*

M. Z Hauschild, S. Kara, and I. Røpke:
“Absolute sustainability: Challenges to life
cycle engineering,” CIRP Annals –
Manufacturing Technology, Vol. 69, No. 2,
pp. 533-553, 2020.



ダダイイキキンン工工業業のの課課題題
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ももののづづくくりり部部門門のの課課題題
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次次世世代代ももののづづくくりりアアーーキキテテククチチャャ

!#

!#

スマート生産価値提供 バリューチェーン

①①. デデジジタタルル変変革革ににおお
けけるる顧顧客客価価値値創創造造のの
対対応応
a. 価価格格的的価価値値のの改改
善善・・創創出出

b. 機機能能的的価価値値のの改改
善善・・創創出出
c.ププララッットトフフォォーームムのの
構構築築

①①. ママスス・・カカススタタママイイ
ゼゼーーシショョンン生生産産
②②. 止止ままららなないい工工場場
③③. 人人がが活活躍躍すするる生生産産
現現場場

④④.生生産産リリーードドタタイイムムのの
短短縮縮
⑤⑤. 部部品品在在庫庫やや仕仕掛掛品品
のの削削減減

①①. 付付加加価価値値創創出出のの
最最大大化化
②②. 製製品品・・ササーービビススララ
イイフフササイイククルル管管理理のの
対対応応

③③. カカーーボボンンニニュューートト
ララルル化化にに挑挑戦戦

アアーーキキテテククチチャャ構構築築



本本シシンンポポジジウウムムのの構構成成

l 講講演演

! 生生産産シシスステテムムののデデジジタタルル化化トトレレンンドドとと解解決決すすべべきき課課題題""杉杉田田直直彦彦
! デデジジタタルルエエンンジジニニアアリリンンググののトトレレンンドド""大大竹竹豊豊
! 人人のの知知恵恵をを活活用用ししたた生生産産シシスステテムムのの実実現現にに向向けけてて""梅梅田田靖靖
! 人人中中心心のの工工場場ののたためめのの計計測測技技術術""長長藤藤圭圭介介
! 次次世世代代ももののづづくくりりアアーーキキテテククチチャャののトトラランンススフフォォーーママビビリリテティィ""青青山山和和浩浩
! ダダイイキキンン工工業業ののももののづづくくりり部部門門のの目目指指すす姿姿
長長谷谷川川功功 ダダイイキキンン工工業業株株式式会会社社 役役員員待待遇遇 空空調調生生産産本本部部 副副本本
部部長長（（兼兼））生生産産技技術術部部長長

! 共共同同研研究究テテーーママ紹紹介介（（##$$##%%年年度度開開始始テテーーママ））""梅梅田田靖靖
l 総総合合討討議議（（司司会会&&''長長藤藤圭圭介介））
l ククロローージジンンググ

! 淺淺間間一一 東東京京大大学学大大学学院院工工学学系系研研究究科科 人人工工物物工工学学研研究究セセンンタターー
セセンンタターー長長

!$



杉杉田田先先生生

!%

生生産産シシスステテムムののデデジジタタルル化化トトレレンンドドとと解解決決すすべべきき課課題題

杉杉田田直直彦彦教教授授



大大竹竹先先生生

!&

デデジジタタルルエエンンジジニニアアリリンンググののトトレレンンドド

大大竹竹豊豊准准教教授授



梅梅田田

!'

人人のの知知恵恵をを活活用用ししたた生生産産シシスステテムムのの実実現現にに向向けけてて

梅梅田田靖靖教教授授



長長藤藤先先生生

!(

人人中中心心のの工工場場ののたためめのの計計測測技技術術

長長藤藤圭圭介介准准教教授授



青青山山先先生生

!)

次次世世代代ももののづづくくりりアアーーキキテテククチチャャののトトラランンススフフォォーーママビビリリテティィ

青青山山和和浩浩教教授授


